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日曜地質巡検会に参力饉して

ラ:ジ オに耳 を領けているとニュー率で北松の

地すが り地帯で地害Jれがひどくなり ,民家の取

壊 tが行なわれたとのことである。このニュー

スを聞いていると I中学生の頃目撃 した人形右

山の地すべりと,昨年 110月 20日 に松浦市の

笛吹 ,日の平へ県北地区で化石採集へ行った時 ・
に聞いた話がょみがえ つてきた。

中学生のころ私は ,伊万塁市山代町久原に住

んでいたが。ある日火山爆発かと思われる大音

響を耳にして ,び っくりしてしまうた。すぐに

それが地すべりであることを知 り,野次馬根性

で浦之崎、走り ,目 をおか惨状の中に子供心な

がら原因を考えたものであった。たまたま巡検

会の話の中で ,地すべりの原因とな:つているの

は第二紀層の上に乗っている砂俣層であって ,

その中にふくまれている礫を調べても,チ ヤー

トがほとんどでその他・火成岩もわずかふくま

れ
`:ど
ういう経路で入 0たか不明であるとのこ

とであった   ,   ‐ t

実をいうと,こんな説明を昨年の1月 にても

聞いていれば,馬 の耳に念仏て興味も全然わき

もしなかつたと思 う。専門は生物で ,野山を歩 `

いていても目にっくのは草花や昆虫で ,岩石は

あくまですべて石ころであった。ところが昨年

1の 5月 ,日曜地質術検会に参加予定の先生が病

気でたかれて しまい ,｀ 魯、きょ代役に私がみたり

栄岩先生共た ,式見へ行 くはめとなった。バン

マー ,′ ウノメニター等を,も たされて ,その使

用法も知 らず ,人 々の後か らでもくっついて歩

いていれば ,出張の責任は果せるとい うかその
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_中 村 倫 明 .(佐世保南高)|
時の私の心境であらた.        ‐
1大波止でバスに乗車し,手熊でかりふ:13o

人あまりの人 が々この巡検会に参加されていま

したが|,見知つた人もなく
`三
五々 に々グル‐

プを形成し,非常になごやかな雰囲気で ,しか

も懇切丁寧な説明をしていただいたにもかかわ

らず ,初めて聞くことばかりで ,理解できず ,

「 これではだめだ。Jと痛感 したもののどぅし

ようもなく,「あちこちの露頭を
'ヽ
ン●二でなぐ

って―岩石の採集のみを行なぃ:なにか■人とり

のこされた感がつよかった。.それでも,黒色片

岩 1石英 ,結晶片岩 .火山
:角礫岩等を覚え,相

川の断層,,式見の結晶片岩と火山角礫岩の不整

合,EE舎め玄武岩などが印象に強く残つたo昼

食時の自己紹介を聞き,小・中学校め先生をは

じめとしていろんな職業の人が混つており,条

件としては私とかわりはなく,結局勉強の量の

問題だと思い ,心
‐に秘かに期するものがあった。

佐世保lrc帰 り採集してきた岩石の名称を確認

して整理しがこれらの岩石の成1因 ,断層 ::不整

合等を参考書で調ベッタリノィータ■の使い方

も習得した二こうして種々の本を読み.::専門の

先生方に鉱物の結晶等の話を聞いたりしている

うちに ,地学が大変おもしろくなつたら

昨年 8月 の県教育委員会主催の地学講習会に

も参加して■地質図の書き方 ,地層の見方 ,岩

石の薄片標本の作成法等を少しばかり習得した0

その際 ,矢土地方め地層の累積状態 ,小ケ倉の

横臥福曲等を実際に目で確めて ,地球の歴卑の

‐端にふれたょうな気がしたo
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第 2回 目に参加 した日躍地質巡検会は県球ヒ地 も路傍の石■二つ∵つが何か違もて見えは1じあ

区での花百採集会で前にも少しふれました。

松浦行のが不を長野で下車し,徒歩で志佐川

に沿って下流、下り|`“横辺田付近の川床に露出

している大屋層の中から′ニツの完全な化石と

バヵガイの化石の破片を採集する。再び上流へ

引導し,甲、の平のrJn勢層からの海産の貝類を採

集したo化石:は古生物の遺骸でもあるし,特に

興味を覚ぇるところでもぁりましたし_,手を傷

だらけにして採集ぃたしました。その他,民家

の分布と砂岩と玄武岩の分布境界線の話 ,炭鉱

の炭層採掘の問題 ,玄武岩の噴出 ,_板状節理とヽ

柱状節理等を見たり開ぃたりして散会じした.

第 51コ ロに波佐見地方め巡淡会に参加し,波

佐見焼の品質改良のたりの県の窯業試験場の見

学・
・
これよリバスそ内海から中尾郷に入り,,三

・FRI内 ,波佐見 ,有自等で使用している陶石採集

場 見ヽ物して,純由の流紋岩でできている陶石

のォンプ～を
採集する。これより三股に向い ,

I,長崎県波佐見ォバールとして名高いォパール採

石場を昇学じち原石を捜し出す。真珠岩を母岩

|と して,その中にふ:く まれていoるために ,大 き

||く
:て
立漏なものをと欲を轟しそ捜してみたが ,

1無色二白:色 :螢色::緑色等の蛋白石見つかって

'費

‐接餞:石等は誰‐れも発見でき
:ながつ亀  :

:「●
:以L3回のみ■曜順 巡検会に参鵬したゎけ
「
1ですがI.これか:き らかけとなり地学1に興桑がわ

き,暇々に少しずつ勉強してぃく習慣がついた
11こ とは私自身にともて非常な収縦でした31現在

|では生徒の持参してくる岩石0名称せ少tずつ

■々 がりはじめましたし:道を‐歩いてお:りまして

山を見ても露頭を投じ

`き
ういう岩石から出来

上って ,:いつごろ出来たのだろうかと想像する

楽 しみが増ぇました。

そうこうしているうちに ,今年の4月 から 1

年生の地学を受け持たされることも,ほぼ殿1違

いなく,地学に関しては無から出発した経験を

生かし,.週 1時間を如何に使って生徒に興味を

起させ ,我 ―々の生活にもうとも密接な関係を持

ち ,反面忘れられている地球をどう理解させよ

うかと頭を脳 していますo    l

ま工9よ ,なことを巡検会

`参
〕lして悟っ:た

といっては変かも,しれませんが,学びとらたこ

とです・ 私自身 ,ま だ亡たゎからぬことが多く

て生徒指導も満足に出来る状態ではございませ

んので :機会あるごとに巡検会に参な1いたしま

して ,消化不良に|なつても結構ですから,頭に

入るだけはっめこみたぃと思っております。|

=最後に巡検会後のことにつぃての要望ですが

県全体でも県北地区におきましても結構ですが

月,に =鹿でも反省会を兼ねて集会を持ちろ採集

して蓬た岩石 ,化石の整理1,標本交換等を行な

い ,また雑談形式でもいいかと思ぃますが地学

拳導の結果生 じる問題点等を話ζし合ってはどヶ

でしょ
‐
うか。     ■     .‐

:これを=行ないますと,会員相互の親睦はもと

よリニ私達の知識を深めることにも|な りますじ

月に,度の日曜地質巡検会がもっと有意義たも

のとなり
`ま
すます発展していくことになりは

,しないでしょ:うかt         ,
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